
( 事業場No. )

・

㎡ ㎡

含有量基準・溶出量基準・第二溶出量基準

備　　考
令和7年3月7日基準不適合範囲面積変更（365.49㎡→217.71㎡）、令和7年4月23日基準
不適合範囲面積変更（217.71㎡→0㎡）

土壌の汚染状況

報告受理年月日 特定有害物質の種類 適合しない基準項目 汚染状況調査の受託者

令和6年5月29日 鉛及びその化合物 含有量基準・溶出量基準・第二溶出量基準

含有量基準・溶出量基準・第二溶出量基準

含有量基準・溶出量基準・第二溶出量基準

興亜開発(株)

含有量基準・溶出量基準・第二溶出量基準

当該土地が規則第54条第３項第１号に該当する場合は、その旨

当該土地が規則第55条第３項に該当する場合は、その旨

当該土地が土壌汚染対策法の規定に基づき要措置区域又は形質変
更時要届出区域に指定された区域を含む場合は、その旨

形質変更時要届出区域（指－1508号）
　※詳細は、東京都環境局の「土壌汚染情報の公開」サイトでご確認ください。

(調査範囲)

汚染状況調査の方法に関する特記事項

当該土地において講じられた健康被害の防止又は周辺地下水
汚染拡大の防止のための措置がある場合は、その内容

立入禁止（調査報告時）、土壌汚染の除去（掘削除去）

当該土地に条例第122条第１項第２号の土壌がある場合は、その旨
（汚染の原因が水面埋立材に由来する場合は、その旨）

工場又は指定作業場の名称
（土地の改変に係る事業の名称）

前田建設工業株式会社　技術研究所
（令和５年12月20日廃止）

面積 0
基準不適合
範　囲 6,118.99

所在地 練馬区旭町一丁目６１２番１ （地番） 練馬区旭町一丁目３９番１６号 （住居表示）

訂正年月日・契機 令和7年3月7日・第116条の３第１項・第３項（法重複）、令和7年4月23日・第116条の３第３項（法重複）

（環境確保条例第118条の２　参考様式）

土壌汚染情報公開台帳（基準不適合台帳）
ST-261-001

整理番号 １２０－０００９ 調製年月日・契機 令和6年9月10日 第116条第１項第１号

整理番号120-0009 1/2 （添付書類含まず）



有・無

有・無

有・無

有・無

有・無

有・無

有・無

有・無

土 地 の 措 置
又は改変状況
（自然由来等
土壌にあって
は、搬出及び
処理の状況）

届出(着手)時期 完了時期 土地の措置又は改変の種類 実施者 土壌搬出 汚染土壌の処理方法

有・無

有・無

適合・地下水基準・第二地下水基準

地下水の汚染状況
（対象地境界）

適合・地下水基準・第二地下水基準

地下水の汚染状況

報告受理年月日 特定有害物質の種類 適合又は適合しない基準項目 汚染状況調査の受託者

適合・地下水基準・第二地下水基準

適合・地下水基準・第二地下水基準

「土地の措置又は改変状況」に関する以後の情報については、東京都環境局の「土壌汚染対策法に基づく台帳情報公開システム」

にてご確認ください。（法との重複による条例施行規則第56条の５第１項ただし書および第56条の６第１項ただし書適用）

整理番号120-0009 2/2 （添付書類含まず）



別図 

 
 

 

 
【起点】 

起点は、練馬区旭町一丁目 612 番 1
の最北端とする。 

格子の回転角度は、起点を通り、東西方向及び南北方向に引いた線並びにこれらと平行して
10ｍ間隔で引いた線により構成されている格子を、起点を中心として、右回りに回転させた
角度を示す。 

起点及び境界点の座標は、測量法
（昭和 24 年法律第 188 号）の規
定により、世界測地系座標計算に
よって作成した。 

座標一覧表 

【格子の回転角度(0度0分0.00秒)】 

地点番号 X座標 Y座標

ａ -25869.885 -19176.391

ｂ -25909.885 -19146.391

ｃ -25909.885 -19138.853

ｄ -25919.885 -19146.391

ｅ -25919.885 -19139.002

ｆ -25929.885 -19146.391

g -25929.885 -19139.152

h -25939.885 -19198.151

i -25939.885 -19196.391

j -25939.885 -19186.391

k -25939.885 -19176.391

l -25949.885 -19198.178

m -25949.885 -19196.391

n -25949.885 -19186.391

o -25949.885 -19176.391
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対象地位置図 

 

出典：国土地理院 電子地形図（タイル）を加工 

【凡例】 

     ：調査対象地 
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汚染のおそれが生じた場所の位置（試薬由来）：地表 

 

汚染のおそれが生じた場所の位置（セメント由来）：地表 

 

       汚染のおそれが生じた場所の位置（セメント由来）：ピット下 

 

汚染のおそれが生じた場所の位置（セメント由来）：排水管及び排水溝下 

 

図 3-1 汚染のおそれが生じた場所の位置
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図 3-2 おそれの区分の分類に基づく試料採取等地点の配置（試薬由来及びセメント由来：六価クロム、地表） 
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図 3-3 おそれの区分の分類に基づく試料採取等地点の配置（セメント由来：六価クロム、ピット下、排水管及び排水溝下）
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図 3-4 おそれの区分の分類に基づく試料採取等地点の配置（試薬由来：カドミウム、水銀、セレン、鉛、砒素、ふっ素、地表）
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(2) 調査結果 

1）土壌溶出量試験及び土壌含有量試験結果 

物質ごとに土壌汚染のおそれの区分の分類を行った全部対象区画、一部対象区画に対して土壌溶出量試験

と土壌含有量試験を実施した。 

 

➀土壌溶出量試験結果  

土壌分析の結果、表 3-7～表 3-11 に示すとおり、調査対象のすべての区画において、すべての物質が土

壌溶出量基準に適合した。 

 

表 3-7 土壌溶出量試験結果一覧表                           単位：mg/L 

A2 A3 A3-5 A3-6 A4 B1
(4,5,6,8,9) (2,3,8,9) (2,4,5,6,8) (3,6,9)

カドミウム及びその化合物 0.0003 未満 0.0003 未満 0.0003 未満 0.0003 未満 0.0003 未満 0.0003 未満 0.003以下 0.0003

六価クロム化合物 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満 0.05以下 0.005

水銀及びその化合物 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0005以下 0.0005

セレン及びその化合物 0.001 未満 0.002 0.001 0.001 0.001 未満 0.001 未満 0.01以下 0.001

鉛及びその化合物 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.001 0.001 未満 0.001 未満 0.01以下 0.001

砒素及びその化合物 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.01以下 0.001

ふっ素及びその化合物 0.14 0.26 0.28 0.22 0.18 0.22 0.8以下 0.08

分析項目 基準値 定量下限値

 
（ ）内は、混合して 1 検体とする単位区画の枝番を表す 

 

表 3-8 土壌溶出量試験結果一覧表                           単位：mg/L

B2 B2 B2-8 B3 B3 B3-2
(3,4,5,6,8) (3,4,5,6,7) (2,4,5,6,8) (1,4,5,6,8)

カドミウム及びその化合物 0.0003 未満 - - 0.0003 未満 - - 0.003以下 0.0003

六価クロム化合物 - 0.005 未満 0.005 未満 - 0.005 未満 0.005 未満 0.05以下 0.005

水銀及びその化合物 0.0005 未満 - - 0.0005 未満 - - 0.0005以下 0.0005

セレン及びその化合物 0.001 未満 - - 0.002 - - 0.01以下 0.001

鉛及びその化合物 0.001 未満 - - 0.001 未満 - - 0.01以下 0.001

砒素及びその化合物 0.001 未満 - - 0.001 未満 - - 0.01以下 0.001

ふっ素及びその化合物 0.15 - - 0.17 - - 0.8以下 0.08

分析項目 基準値 定量下限値

 

（ ）内は、混合して 1検体とする単位区画の枝番を表す 
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表 3-9 土壌溶出量試験結果一覧表                   単位：mg/L

B4 B4-9 C1 C2 C3 C4
(2,3,4,5,8) (1,4,7) (1,4,7) (1,4,7) (1,4)

カドミウム及びその化合物 0.0003 未満 0.0003 未満 0.0003 未満 0.0003 未満 0.0003 未満 0.0003 未満 0.003以下 0.0003

六価クロム化合物 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満 0.017 0.007 0.005 未満 0.05以下 0.005

水銀及びその化合物 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0005以下 0.0005

セレン及びその化合物 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.01以下 0.001

鉛及びその化合物 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.01以下 0.001

砒素及びその化合物 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.01以下 0.001

ふっ素及びその化合物 0.26 0.14 0.15 0.19 0.23 0.20 0.8以下 0.08

分析項目 基準値 定量下限値

 

（ ）内は、混合して 1 検体とする単位区画の枝番を表す 

 

表 3-10 土壌溶出量試験結果一覧表                       単位：mg/L

分析項目 B3-2H B3-4H B3-5H B3-7H B3-7P

採取深度GL-m 0.40～0.90 0.43～0.93 0.45～0.95 0.30～0.80 1.44～1.94

カドミウム及びその化合物 - - - - - 0.003以下 0.0003

六価クロム化合物 0.008 0.005 未満 0.005 未満 0.008 0.005 未満 0.05以下 0.005

水銀及びその化合物 - - - - - 0.0005以下 0.0005

セレン及びその化合物 - - - - - 0.01以下 0.001

鉛及びその化合物 - - - - - 0.01以下 0.001

砒素及びその化合物 - - - - - 0.01以下 0.001

ふっ素及びその化合物 - - - - - 0.8以下 0.08

基準値 定量下限値

 

試料番号末尾の H は排水管下、P はピット下で採取した試料を表す 

 

表 3-11 土壌溶出量試験結果一覧表                       単位：mg/L

分析項目 B3-8H B3-8P B4-2H B4-5H B4-8H

採取深度GL-m 1.02～1.52 1.76～2.26 1.42～1.92 1.53～2.03 1.68～2.18

カドミウム及びその化合物 - - - - - 0.003以下 0.0003

六価クロム化合物 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満 0.05以下 0.005

水銀及びその化合物 - - - - - 0.0005以下 0.0005

セレン及びその化合物 - - - - - 0.01以下 0.001

鉛及びその化合物 - - - - - 0.01以下 0.001

砒素及びその化合物 - - - - - 0.01以下 0.001

ふっ素及びその化合物 - - - - - 0.8以下 0.08

基準値 定量下限値

 

試料番号末尾の H は排水管下、P はピット下で採取した試料を表す
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②土壌含有量試験結果  

土壌分析の結果、表 3-12～表 3-16 に示すとおり、A3-5、A3-6 の単位区画（全部対象区画）及び C2(1,4,7)

の 30ｍ格子（一部対象区画）において鉛の含有量基準を超過した。当該区画の鉛以外の物質についてはす

べて含有量基準に適合した。A3-5、A3-6、C2(1,4,7)以外の区画はすべての物質で含有量基準に適合した。 

 

表 3-12 土壌含有量試験結果一覧表                          単位：mg/kg

A2 A3 A3-5 A3-6 A4 B1
(4,5,6,8,9) (2,3,8,9) (2,4,5,6,8) (3,6,9)

カドミウム及びその化合物 1 未満 1 未満 1 未満 1 未満 1 未満 1 未満 45以下 1

六価クロム化合物 10 未満 10 未満 10 未満 10 未満 10 未満 10 未満 250以下 10

水銀及びその化合物 0.5 未満 0.5 未満 0.5 未満 0.5 未満 0.5 未満 0.5 未満 15以下 0.5

セレン及びその化合物 1 未満 1 未満 1 未満 1 未満 1 未満 1 未満 150以下 1

鉛及びその化合物 64 150 200 190 34 18 150以下 10

砒素及びその化合物 10 未満 10 未満 10 未満 10 未満 10 未満 10 未満 150以下 10

ふっ素及びその化合物 100 未満 100 未満 100 未満 100 未満 100 未満 100 未満 4000以下 100

分析項目 基準値 定量下限値

 

（ ）内は、混合して 1検体とする単位区画の枝番を表す 

赤字：基準を超過していることを示す。 

 

表 3-13 土壌含有量試験結果一覧表                          単位：mg/kg

B2 B2 B2-8 B3 B3 B3-2
(3,4,5,6,8) (3,4,5,6,7) (2,4,5,6,8) (1,4,5,6,8)

カドミウム及びその化合物 1 未満 - - 1 未満 - - 45以下 1

六価クロム化合物 - 10 未満 10 未満 - 10 未満 10 未満 250以下 10

水銀及びその化合物 0.5 未満 - - 0.5 未満 - - 15以下 0.5

セレン及びその化合物 1 未満 - - 1 未満 - - 150以下 1

鉛及びその化合物 99 - - 100 - - 150以下 10

砒素及びその化合物 10 未満 - - 10 未満 - - 150以下 10

ふっ素及びその化合物 100 未満 - - 100 - - 4000以下 100

分析項目 基準値 定量下限値

 

（ ）内は、混合して 1検体とする単位区画の枝番を表す 
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表 3-14 土壌含有量試験結果一覧表                          単位：mg/kg

B4 B4-9 C1 C2 C3 C4
(2,3,4,5,8) (1,4,7) (1,4,7) (1,4,7) (1,4)

カドミウム及びその化合物 1 未満 1 未満 1 未満 1 未満 1 未満 1 未満 45以下 1

六価クロム化合物 10 未満 10 未満 10 未満 10 未満 10 未満 10 未満 250以下 10

水銀及びその化合物 0.5 未満 0.5 未満 0.5 未満 0.5 未満 0.5 未満 0.5 未満 15以下 0.5

セレン及びその化合物 1 未満 1 未満 1 未満 1 未満 1 未満 1 未満 150以下 1

鉛及びその化合物 44 10 20 280 150 15 150以下 10

砒素及びその化合物 10 未満 10 未満 10 未満 10 未満 10 未満 10 未満 150以下 10

ふっ素及びその化合物 100 未満 100 未満 100 未満 100 未満 100 未満 100 未満 4000以下 100

分析項目 基準値 定量下限値

 

（ ）内は、混合して 1検体とする単位区画の枝番を表す 

赤字：基準を超過していることを示す。 

 

表 3-15 土壌含有量試験結果一覧表                       単位：mg/kg

分析項目 B3-2H B3-4H B3-5H B3-7H B3-7P

採取深度GL-m 0.40～0.90 0.43～0.93 0.45～0.95 0.30～0.80 1.44～1.94

カドミウム及びその化合物 - - - - - 45以下 1

六価クロム化合物 10 未満 10 未満 10 未満 10 未満 10 未満 250以下 10

水銀及びその化合物 - - - - - 15以下 0.5

セレン及びその化合物 - - - - - 150以下 1

鉛及びその化合物 - - - - - 150以下 10

砒素及びその化合物 - - - - - 150以下 10

ふっ素及びその化合物 - - - - - 4000以下 100

基準値 定量下限値

 

試料番号末尾の Hは排水管下、Pはピット下で採取した試料を表す 

 

表 3-16 土壌含有量試験結果一覧表                       単位：mg/kg

分析項目 B3-8H B3-8P B4-2H B4-5H B4-8H

採取深度GL-m 1.02～1.52 1.76～2.26 1.42～1.92 1.53～2.03 1.68～2.18

カドミウム及びその化合物 - - - - - 45以下 1

六価クロム化合物 10 未満 10 未満 10 未満 10 未満 10 未満 250以下 10

水銀及びその化合物 - - - - - 15以下 0.5

セレン及びその化合物 - - - - - 150以下 1

鉛及びその化合物 - - - - - 150以下 10

砒素及びその化合物 - - - - - 150以下 10

ふっ素及びその化合物 - - - - - 4000以下 100

基準値 定量下限値

 

試料番号末尾の Hは排水管下、Pはピット下で採取した試料を表す 
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③混合試料に対する個別分析結果 

30m 格子 C2 の一部対象区画の土壌分析の結果、鉛の含有量の基準超過が確認された。C2 の

区画は、3 地点の混合試料であることから、単位区画ごとに個別分析を行った。その結果、表

3-17 に示すとおり、C2-1 は基準に適合し、C2-4 と C2-7 がそれぞれ 330mg/kg、500mg/kg と

基準超過であることが確認された。 

 

表 3-17 土壌含有量の個別分析結果             単位：mg/kg 

C2-1 C2-4 C2-7

鉛及びその化合物 73 330 500 150以下 10

分析項目 基準値 定量下限値
C2

 
赤字：基準を超過していることを示す。 

 

以上の結果を総括すると、調査対象地の土壌汚染状は、図 3-7 のように表される。
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地点

GL-ｍ TP±ｍ 鉛含有量 TP±ｍ 鉛含有量 TP±ｍ 鉛含有量 TP±ｍ 鉛含有量

表層

（0～0.5）

+37.688～

+37.188
200

+37.969～
+37.469

190
+39.157～

+38.657
330

+39.177～

+38.677
500

1.0 +36.688 10未満 +36.969 16 +38.157 10未満 +38.177 10未満

2.0 +35.688 10未満 +35.969 10未満 +37.157 10未満 +37.177 10未満

基準値

定量下限値

A3-5

150以下

10

A3-6 C2-4 C2-7

 
 

図 2-3 土壌汚染の状況図 
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